



























































































































































































































































































ていました。慶應義塾では、1872 年にアメリカ長老派の宣教師 C. カロザースを最初の外国人
教師として迎えた経験もあったからだと思います。鎌田は、慶應義塾教員でメソヂストであっ
た W.C. キッチン (Kitchin) を通じて、彼の従兄弟で南宣教部の J.C. デビットソン (Davidson)




















ンバス先生、V.B. モズレー先生、そして T.H. ヘーデン先生、普通学部の拡張に貢献し、認定・
指定に際して大きな役割を果たされた S.E. ヘーガー先生もヴァンダービルトですね。また、
西川玉之助、芦田慶治、鵜崎庚午郎などの先生などもこの大学に留学しておられます。





























































禁止の訓令」です。官吏によるマスコミでの政治的発言は、1875 年の ｢ 新聞紙条例 ｣ 第 16 条






































































･･･ 吉岡美國 ･･ の作つてゐる大家族」でした。
そのような学生の想いにもかかわらず、吉岡先生は理事にさえ選出されませんでした。








































































アル我学院トシテ許スベカラザル状態 ･･･ 院長タル余ノ責任 ･･･ 罪ハア余ニアリ。先ヅ余ヨリ
罪ニ服シ」と言われ、自ら謹慎、清掃当番をされました。このような日頃の姿勢が、吉岡先生
をして教育者として優れたものとさせたのではないでしょうか。一方で、私立学校としての関
西学院の発展を望み、それに賛成しながらも、他方で、信仰、それも霊との出会いを重んじる
キリスト教主義教育者として、たえず生徒・学生の教育に邁進されたのではないでしようか。
だからこそ、内村鑑三は、東京の開成中学校に在籍していた弟順也に関西学院への入学を勧め
ました。内村鑑三は順也を人として育てるために、吉岡先生に是非預かってもらいたいと願った
ということだろうと思います。順也先生はのちに関西学院中学部の英語教師になられています。
　
　最後にお話ししたいのは、吉岡先生は亡くなられたのち、大阪大学で病理解剖のために献体
をされています。最後の最後まで、人のために献体をされたということです。吉岡先生にとっ
てそれが「神」に祝福される道とお考えになったのではないでしようか。
　晩年、吉岡先生は教会というよりも自宅で礼拝をもたれました。吉岡先生は甲東園にお宅が
ありましたから、お歳をめされたかたはご存知かもしれません。いずれにしても、吉岡先生は、
キリスト教の知識取得、ヨーロッパ的思想の研究者に留まることなく、それを超えてキリスト
者として信仰をもたれるようになりました。それを実現したのが、「基督教ノ権化」としての
老ランバス先生との出会いであり、大分リバイバルでの霊との出会いであり、それらの経験・
体験を通じてキリスト者になられたのです。
　教会・学校行政の場で、例えば、日本メソヂスト教会の監督などの役職に就くことは、吉岡
先生にとって、何ら「神に祝福される」生き方ではなく、教育の現場、それも関西学院という
学校の現場で、自らキリストのような「完全な人」となるための努力を続け、生徒・学生にも
そのような生き方をするように求めたのではないでしょうか。そのように思っています。ちょっ
と時間が過ぎましたが、これで終わりにしたいと思います。どうもありがとうございました。
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